
84　　   生命の樹

生物全体の生命原理を探求する

　分子生物学的手法が身近になったおかげで、私たちは「ゲノム」という側面から多様な生命
の全体像をとらえることが可能になってきました。これらの知識を用い、生命の根幹である細
胞とその機能の進化を正しく理解すること、そして、得られた知識を改訂・再構築し新しい生
命の基本原理＝生命の樹の幹を導きだすことは、基礎生物学分野の最重要課題です。「生命の樹」
リサーチユニットでは、普遍性と多様性の双方の面から進化に光をあて、その実態を浮き彫り
にすることで、生命の基盤原理の展開と再構築に挑戦しています。

　ミトコンドリアの本当の能力って何だろう？

　本リサーチユニットは基礎生物学の研究拠点として活動するグループです。ユニットには、
非モデル生物を対象に生物多様性について研究を行っているメンバー、モデル生物を用いて先
端生命科学研究を行っているメンバー、生物情報解析を行っているメンバーなど生物学に関連
する多数のメンバーが
存在していますが、そ
の誰もが「生命の樹」

（図１）というコンセ
プトを軸に細胞機能の
多様化プロセスの解明
に取り組んできまし
た。その結果わかって
きたことは、「細胞機
能には大きな多様性が
存在する」と、いうこ
とです。たとえば、モ
デル生物の研究から導
かれてきた生命の基本
原理のひとつに、ミト
コンドリアは酸素呼
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図 1：生命の樹（＝全生物の系統樹）の概念図
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吸を担う細胞小器官だ、という定説があります。しかし、私たちユニットメンバーの研究により、
酸素呼吸をしない生き物ではミトコンドリアが持つ酸素呼吸能が退化してしまっている、とい
うことがわかってきたのです。

　モデル生物だけでは「生命の樹」は完成しない

　酸素呼吸能を退化させてしまったミトコンドリアと酸素呼吸能をもつミトコンドリアの共通
点を探索してみると、酸化還元反応の電子のやり取りに関与する鉄硫黄クラスターを作る、と
いう能力はどちらももっていることが分かりました。つまり、全てのミトコンドリアに共通す
る機能は鉄硫黄クラスターの合成だということです。このように、モデル生物に共通する現象
から構築されてきた定説に、非モデル生物から得た新たな細胞機能とその進化に関する知見を
集積することで、基本原理（生命の樹の幹）の改訂・再構築を積極的に行っていきたいと考え

ています。また、個別の生物の生命現象や細胞構造
の把握（図２）に留まらず、比較解析の基礎となる
ゲノムやトランスクリプトームの配列データの取
得、オミックス解析 *1 にも注力していく予定です。

● ミオスタチン抑制剤の開発
● 植物におけるアレルゲン大量生産に関わる基盤研究 
● エイズ日和見原虫感染症に対する新規薬剤標的の探索と生理機能の解明
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*1：オミックス解析：遺伝子の発現（トランスクリプトーム）、たん
ぱく質の発現（プロテオーム）、SNP の同定、細胞内の全代謝物
質の網羅的解析（メタボローム）等、個々の分子情報を網羅的に
調査し、種々の分子情報の差異と共通性に基づいて全体性の把握
に努めようとする研究分野のこと。

図 2：細胞の構造把握に欠かせない電子顕微鏡を使った実験の様子


